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はじめに

学習の転移とは，「ある状況で獲得した知識が後の状況

での問題解決や学習につながる現象」（白水 ）を指

す。看護学教育ではこのような既習の専門知識・技術を

新しい具体的状況に持ち運び活用することが本質的に期

待されている。

しかし，臨床現場では看護学教育で期待される学習の

転移可能性（「○○科で働いていたのだからここでもいけ

るだろう」）とのギャップが様々に報告されている。働く

場を異動した看護師個人に課題があると見なされ，問題

視されるのである。

看護学の専門化教育制度に関して，状況論の立場から

有元（ ）は， らの行った研究を引用し

ながら「学習の転移」という概念について論じている。

そこでは学習の転移を個人内に起こるものではなく，新

しい臨床現場の状況との相互作用によって引き起こされ

る新たな事態と捉えることを提案している。これは働く

場を異動した看護師個人の学習の転移をいかに支援する

かという問いを，看護師がよりよく技能を発揮するため

にいかに社会的文脈をデザインすべきかを問うことへと

発想を転換させる提案と言える。

学習の転移は未だ解明されていない部分が多いが，働

く場を異動した看護師は知識が活用される実践の文脈に

どのように参加するのか，どのような状況との相互作用

において転移が展開されるのか，事例を観察し説明する

ことは支援を見出す糸口になるのではないかと考えた。

本研究はその基礎的研究とし，働く場を異動した看護師

の過程としての転移を説明することを目的とした。

方 法

年 月から 年 月までフィールドワークを

実施した。フィールドは 地区に 年ほど前に新設され

た 総合病院内の離職者ゼロの小児病棟である。研究参

加者は小児病棟の看護師と交流する全ての人々である。

データ収集と分析は円環的に進めた。データは文脈的に

記述し，印象や疑問，過去の出来事との比較，目的との

関連で考察し，知識が活用される場面の相互行為に注目

してデータ整理を繰り返した。所属機関の倫理審査委員

会と 病院の承認を得て実施した。

結果及び考察

．理想の看護が展開される協働の場

病棟のナースステーション近くには医療依存度の高

い子どもの入院する 病室があった。看護師は，急変対

応が必要な「子どもの命」を守るために，「みんなが知り

得た情報を共有すること」が大切だと語っていた。 病

室では，様々な職種のスタッフが頻繁に出入りし情報交

換し，看護師は協働して理想の看護を目指しながらケア

していた。

そこで，本研究のフィールドワークはこの 病室に焦

点を当てていくことにした。

．学習の場としての相互行為

病室は，異動してきた看護師にとってはこの病棟の

やり方や考えを知ることができる場になっており，病棟

の古参者にとっては，これまで病棟で行ってきたやり方

とは異なる方法を知ることができる場となっていた。互

いにとって，知識を得ることができる場となっているよ

うであった。

また，異動してきた看護師は，既に学んだ技術を新た

な状況で単に発揮していくというよりも，そこに参加す

る看護師らと各々習得している技術を出し合って，この

病室で展開されていた病棟の理想の看護を学びながら，

即興的にさらに技術を変化させて発揮していくように観

察された。

つまり，この場は単に知識を得るだけにとどまらず，

新参者，古参者が互いの考えを出し合って，より良い看

護の方法を共同して創造する，即興的な相互学習の場で

あると考察された。

．周辺参加からのはじまり

異動して間もない頃の看護師は 病室を離れた所から

眺め，病室との距離を置いていた。しかし，古参者らの

病室の子どもの気持ちを代弁する行為，ケアへの意見

を広く取り入れる行為によって，新参者は自分なりによ

り良い看護の一端を担うことができているという感覚を

得ていった。同時に，この病棟で自分を受け入れてもら

えている感覚と「前の経験を活かせる」実感にもつなが

っていた。それに平行して，離れた所から眺める行為が

病室内へ，さらには，直接的なケア参加へと実践参加の

様相が加速的に変化していくように観察された。

以上，この病棟へ異動してきた看護師は 病室という

病棟の中心的な相互学習の場を通して，周辺からの実践

参加を加速させていた。この一連の過程は働く場を異動

した看護師の転移の過程と考察できる。さらに，場の観

点から見ると， 病室はそこに関わる人々が発達する社

会的なパフォーマンスの場（有元， ）であり，そこ

では学びのパフォーマンスが共同して創造していると考

察された。

付 記

科研費 の助成を受けた。
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アクティブ・ラーニングとは，学修者の能動的

な学修への参加を基盤とする教授・学修法である

(中央教育審議会, 2012)。近年，大学教育において

も，このようなアクティブ・ラーニング型授業を

行う機会が増えつつあるが，十分な教育効果を上

げるためには，講義形式の授業以上に，学生の参

加態度の量と質が重要になる（溝上, 2014）。そこ

で高比良他(2019)では，半期のアクティブ・ラー

ニング型授業でグループワーク中の学生の発言活

動と協同活動を継時的に測定し，各活動が半期の

授業を通してどのように変化し，それが学生の個

人特性からどのような影響を受けるかを検討した。

しかし，グループワーク中の学生の活動は，学生

が元々持っていたスキルなどの個人特性に加え，

学生が所属するグループ環境をどのように認識す

るかによっても影響を受ける可能性がある。

そのため本稿では，所属するグループ環境認識

として「所属グループにおける目標と満足度」を

取り上げ，グループワーク内で生じた学生の発言

活動および協同活動の平均および変化に及ぼす影

響を，条件付き潜在曲線モデルで検討する。

方 法

調査対象者 大学生 199 名（女性 73 名，男性 126
名）。半期の必修科目で，オリジナルの心理尺度を

作成するグループワークを，4～8 名の固定メンバ

ーから成る 32 グループで実施した。

調査内容 (1)グループワーク活動：杉本(2017) の
グループワーク活動尺度（発言活動・協同活動）

を使用した(4 件法，10 項目)。(2)所属グループに

おける目標と満足度：本研究のために，3 因子（パ

フォーマンス目標，メンテナンス目標，満足度）

を想定した尺度を作成した（5 件法，16 項目）。

手続き (1)は第 2 回から第 1 回の授業終了時 に

毎回測定した。(2)は第 15 回授業終了時に測定し

た。本研究の手続きは，中部大学倫理委員会の審

査を受け承認された（承認番号 290076）。
結果と考察

13 時点で測定した発言および協同活動得点（各

1～4 点）の切片および傾きの個人差を説明するも

のとして，所属グループにおける目標と満足度の

3 因子を説明変数とした条件付き潜在曲線モデル

で分析を行った(Figure 1)。説明変数は中心化を行

い，切片と説明変数間には共分散を設定した。

発言活動については，切片平均の推定値は 2.879
点（p<.001），傾き平均の推定値は 0.013 点(p=.004)

であった。切片と傾きの間には有意な負の共分散

がみられた (ψ=-0.011, p=.001)。また，切片とパフ

ォーマンス目標（ψ=0.101, p=.041），メンテナンス

目標（ψ=0.154, p=.048），満足度（ψ=0.164, p=.048）
の間には有意な正の共分散がみられた。傾きに対

しては，各目標および満足度から有意な影響はみ

られなかった。以上の結果から，グループワーク

内の発言活動は半期間で増加しており，発言活動

が最初の時点で低い学生ほど発言活動の増加量が

大きかった。また，発言活動の初期値には個人差

が見られ，所属グループにおけるパフォーマンス

目標，メンテナンス目標，満足度が高い学生ほど，

最初の時点の発言活動量も多かった。

協同活動については，切片平均の推定値は 3.161
点（p<.001）であった。傾き平均の推定値は 0.005
点（p=.317)であり有意には至らなかった。切片と

傾きの間には有意な負の共分散がみられた

(ψ=-0.011, p=.001)。なお，切片とパフォーマンス

目標（ ψ=0.152, p<.001 ），メンテナンス目標

（ψ=0.276, p<.001）の間には有意な正の共分散が

みられたが，満足度との間には有意な共分散はみ

られなかった。傾きに対しては，各目標および満

足度から有意な影響はみられなかった。以上の結

果から，グループワーク内の協同活動量は，全体

的には変化しなかったが，協同活動量が元から低

い学生ほど協同活動の増加量が大きかった。また，

協同活動の初期値には個人差が見られ，所属グル

ープにおけるパフォーマンス目標，メンテナンス

目標が高い学生ほど，最初の時点の協同活動量も

多かった。

Figure 1 所属グループにおける目標と満足度を

説明変数とした条件付き潜在曲線モデル
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